
定率制と定額制の収支シミュレーション

・年間20万泊（R7年実績）観光庁宿泊統計 ・免税点なし ・事業者数：77者
・物価変動率：2%/年

定率制：税率 1% （円）
R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 合計

税収入 1% 14,000,000 14,200,000 14,400,000 14,800,000 15,000,000 15,400,000 15,600,000 16,000,000 16,400,000 16,600,000 152,400,000

定率制：税率2%
R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 合計

税収入 2% 28,000,000 28,400,000 29,000,000 29,600,000 30,200,000 30,800,000 31,400,000 32,000,000 32,800,000 33,400,000 305,600,000

定率制：税率3%
R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 合計

税収入 3% 42,000,000 42,800,000 43,600,000 44,400,000 45,400,000 46,200,000 47,200,000 48,200,000 49,200,000 50,200,000 459,200,000

R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19
1% 70 71 72 74 75 77 78 80 82 83
2% 140 142 145 148 151 154 157 160 164 167
3% 210 214 218 222 227 231 236 241 246 251

定額制:税額200円
R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 合計

40,000,000 40,000,000 40,000,000 40,000,000 40,000,000 40,000,000 40,000,000 40,000,000 40,000,000 40,000,000 400,000,000

定額制:税額300円
R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 合計

60,000,000 60,000,000 60,000,000 60,000,000 60,000,000 60,000,000 60,000,000 60,000,000 60,000,000 60,000,000 600,000,000

前提条件：
・平均宿泊単価(R10)：7,000円

年  度

年  度

・宿泊税の税収については、先行自治体においては、観光振興施策の他、特別徴収義務者への特別徴収報奨金や宿泊税導入に係るシステム改修への補助、宿泊税制度導入にあたっての徴収に係る

制度設計費用や徴収事務に係る費用、宿泊客等への周知広報費用にも活用されています。

・本市においても、上記の税収額から特別徴収報奨金やシステム改修費、宿泊税制度周知広報費などに支出することを想定しています。

税収入

年  度

年  度
税収入

年  度

R10平均宿泊単価を7000

円、物価変動率・年2%増と

した場合の、年別の1人あた

り徴収税額

（参考資料１）


